
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ビハーラ研修会   福岡町土屋  珉照寺 

１        2019 年（令和元年）9 月 15 日 五位組だより        第１９号 

題字・織田隆夫  

 

２０１９年 
（令和元年） 
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念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を 

 

  

浄 土 真 宗 本 願 寺 派 
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 仏
教
と
は
生
老
病
死
の
苦
悩
を
課
題
と

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
と

は
そ
の
生
老
病
死
の
苦
悩
に
共
感
し
て
、

共
に
生
き
て
い
く
活
動
を
い
い
ま
す
。 

そ
の
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
の
上
で
障
壁
と
な

る
の
が
、
私
た
ち
の
心
の
底
に
存
在
す
る
、

「
邪
魔
な
人
や
面
倒
な
人
」
を
遠
ざ
け
た

り
排
除
し
よ
う
と
す
る
心
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
今
の
私
た
ち
の
社

会
に
は
人
間
を
有
用
性
（
役
に
立
つ
・
立

た
な
い
か
）
の
は
か
り
に
か
け
て
し
ま
う
現

実
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
研
修
で
は
、
生

老
病
死
の
苦
悩
に
共
感
し
共
に
生
き
て
い

く
（
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
）
上
で
私
た
ち
の
あ
り

方
を
見
直
そ
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
高

岡
市
伏
木
の
林
史
樹
さ
ん
を
お
招
き
し
、

「
『
優
生
思
想
』
と『
障
害
者
』
差
別
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
優
生
思
想
」と
は
、
人
間
の
存
在
を
優
秀

な
者
と
劣
等
な
者
に
分
け
、
優
秀
な
者
の

存
在
を
増
や
し
て
く
こ
と
を
め
ざ
す
一
方

で
、
劣
等
な
者
の
存
在
を
否
定
し
、
社
会

か
ら
排
除
し
て
い
こ
う
と
す
る
思
想
で

す
。
ま
さ
に
私
た
ち
の
心
の
底
に
存
在
す

る
思
想
で
あ
り
、
社
会
の
中
に
も
そ
れ
が

現
れ
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
多
岐
に
わ

た
る
お
話
の
中
で
、
特
に
重
要
で
絶
対
に
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見
や
、
建
物
や
制
度
等
）
に
あ
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
私
は
、
私
た
ち
が

偏
見
（優
生
思
想
）を
な
く
し
、
社
会
（建

物
や
制
度
等
）
を
変
え
て
い
け
ば
、
障
害

の
あ
る
人
も
自
由
に
人
間
ら
し
く
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。
障
害

の
原
因
は
社
会
に
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
こ
と
は
、
障
害
者
差
別
の
問
題

は
（
障
害
者
の
問
題
で
は
な
く
て
）
私
た

ち
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

更
に
言
え
ば
、
障
害
の
原
因
は
、
私
た
ち

の
心
の
底
に
存
在
す
る
優
生
思
想
に
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
優
生
思
想
は
身

近
な
と
こ
ろ
に
現
れ
出
ま
す
。
自
ら
の
優

生
思
想
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
問
い
糺
し
て

い
く
一
方
で
、
差
別
を
生
み
出
す
社
会

構
造
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

※
「
障
害
者
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
、
最

近
は「
害
」
と
い
う
字
が
直
接
的
に
当
事

者
を
傷
つ
け
る
と
い
う
こ
と
か
ら
ひ
ら
が

な
表
記
が
広
ま
り
ま
し
た
が
、「
障
害
」は

社
会
の
側
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ひ
ら
が

な
表
記
は
そ
の
社
会
の
問
題
を
見
え
な

く
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の

報
告
で
は
漢
字
表
記
に
い
た
し
ま
し
た
。 

  

 

押
さ
え
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感

じ
た
の
は
、
障
害
の
原
因
は
個
人
に
あ
る
の

か
、
社
会
（人
々
の
偏
見
や
、
建
物
や
制
度

等
）
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
私

は
、
私
た
ち
が
偏
見
（
優
生
思
想
）
を
な
く

し
、
社
会
（
建
物
や
制
度
等
）
を
変
え
て
い

け
ば
、
障
害
の
あ
る
人
も
自
由
に
人
間
ら

し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
ま
し

た
。
障
害
の
原
因
は
社
会
に
あ
る
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
障
害
者
差
別

の
問
題
は
（
障
害
者
の
問
題
で
は
な
く
て
）

私
た
ち
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
更
に
言
え
ば
、
障
害
の
原
因
は
、
私
た

ち
の
心
の
底
に
存
在
す
る
優
生
思
想
に
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
優
生
思
想
は
身
近

な
と
こ
ろ
に
現
れ
出
ま
す
。
自
ら
の
優
生

思
想
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
問
い
糺
し
て
い
く

一
方
で
、
差
別
を
生
み
出
す
社
会
構
造
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

※
「
障
害
者
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
、

最
近
は「
害
」
と
い
う
字
が
直
接
的
に
当
事

者
を
傷
つ
け
る
と
い
う
こ
と
か
ら
ひ
ら
が

な
表
記
が
広
ま
り
ま
し
た
が
、「
障
害
」
は

社
会
の
側
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ひ
ら
が
な

表
記
は
そ
の
社
会
の
問
題
を
見
え
な
く
し

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
報
告
で

は
漢
字
表
記
に
い
た
し
ま
し
た
。 

  

 

九
月
六
日
（
金
）
、
福
岡
町
土
屋
の
珉
照

寺
に
て
五
位
組
主
催
の「
ビ
ハ
ー
ラ
研
修

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 
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て
お
り
ま
す
。 

 

寺
の
創
建
も
こ
の
戦
い
に
由

来
す
る
伝
承
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
合
戦
で
亡
く
な

っ
た
老
武
将
、
齊
藤
実
盛
（
平

維
盛
に
従
っ
た
）
の
弟
、
一
力
の

一
子
四
郎
兵
衛
が
出
家
し
、
加

賀
の
篠
原
の
里
で
亡
く
な
っ
た

実
盛
の
塚
に
詣
で
、
越
中
の
地

に
入
り
、
た
ま
た
ま
向
田
村
の

善
四
郎
の
家
を
訪
ね
聖
人
の
名

号
を
拝
し
真
宗
信
者
と
な
っ

た
。
後
、
浄
念
と
名
の
り
一
寺

を
建
立
し
た
と
い
う
。 

 

本
坊
の
創
建
は
、
正
慶
元
年

（
一
三
三
二
年
）
三
月
と
云
わ

れ
、
初
代
浄
念
は
元
弘
元
年

（
一
三
三
一
年
）
七
月
入
寂
と

法
名
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

寺
地
も
創
建
よ
り
向
田
で
あ

り
、
他
宗
か
ら
の
転
派
も
あ
り

ま
せ
ん
。
木
仏
の
許
可
を
得
る

ま
で
ご
本
尊
と
し
て
朝
夕
に
村

人
た
ち
と
礼
拝
し
て
い
た
六
字

名
号
は
、
判
読
困
難
と
な
り
ま

し
た
が
寺
宝
と
し
て
今
に
伝
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

聖谷山      浄永寺       上向田  

 
自坊紹介 

 

承
元
の
法
難
（
一
二
〇
七
年
）

と
い
わ
れ
る
専
修
念
仏
停
止
に

よ
り
、
親
鸞
聖
人
は
越
後
国
府

に
配
流
と
な
り
、
旅
の
途
路
小

矢
部
川
の
氾
濫
に
よ
り
や
む
な

く
向
田
村
の
村
民
善
四
郎
宅
に

逗
留
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
聖
人
の

化
導
に
よ
り
六
字
名
号
を
拝
受

し
た
と
い
う
。 

向
田
と
い
う
地
名
は
、『
源
平

盛
衰
記
』
に
出
て
く
る
向
田
荒

次
郎
の
館
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
由

来
し
ま
す
。
地
方
武
士
団
と
し

て
木
曽
義
仲
の
軍
に
加
わ
り
、

倶
利
伽
羅
峠
の
合
戦
に
参
戦
し 
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令
和
に
入
っ
て
最
初
の
夏
休

み
子
ど
も
大
会
を
、
八
月
十
九

日
（
月
）
に
中
保
の
善
教
寺
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
時
間
は
午
後

の
二
時
か
ら
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
前
日
ま
で
の
暑
い
カ
ン
カ
ン

照
り
と
違
い
、
そ
の
日
は
夕
方

ま
で
曇
り
空
で
し
た
の
で
過
ご

し
や
す
い
一
日
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。 

子
ど
も
大
会
の
最
初
に
お
寺

で
の
作
法
と
礼
儀
の
説
明
で
始

ま
り
、
組
長
・
門
徒
総
代
会
会

長
か
ら
挨
拶
を
し
て
頂
き
、
そ

れ
か
ら
「
ら
い
は
い
の
う
た
」
を

全
員
で
お
勤
め
し
ま
し
た
。
ゲ

ー
ム
（
じ
ゃ
ん
け
ん
・
オ
セ
ロ
）
に

  

 
 

 

 

BMX 元世界チャンピオンと子ども達 

移
り
、
三
十
人
の
子
供
達
が
大

騒
ぎ
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
終
了
後
に
、

門
徒
総
代
会
の
方
々
よ
り
ス
イ

カ
を
出
し
て
頂
き
、
境
内
に
て

役
員
含
め
参
加
者
全
員
で
美
味

し
い
ス
イ
カ
を
頂
き
ま
し
た
。
食

べ
終
え
た
後
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
元
世
界
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
の
素
晴
ら
し
い
妙
技

を
見
て
、
い
っ
た
ん
本
堂
に
入

り
、
け
ん
玉
を
楽
し
ん
だ
後
に

讃
歌
指
導
を
し
て
頂
き
、
全
員

で
合
唱
し
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。
閉
会
後
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
紙

芝
居
も
行
い
、
楽
し
く
時
間
が

過
ぎ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

子
ど
も
大
会
は
、
お
寺
に
気

軽
に
来
て
、
遊
ん
で
も
ら
う
事
、

お
念
仏
に
触
れ
あ
う
事
を
第
一

の
目
的
と
し
て
長
年
継
続
し
て

開
か
れ
て
お
り
ま
す
。
お
寺
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
良
い
機

会
で
あ
り
、
主
に
小
学
生
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
が
、
家
族
の
方

も
お
寺
に
来
て
頂
く
良
い
機
会

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 合

掌 
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西
福
寺 

十
月
十
六
日 

 

昼 

一
時
三
十
分 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

十
月
十
七
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

高
岡
市
伏
木 

 
 
 
 

山
名 

一
徳 

師 

四
日
市 

 

浄
明
寺 

十
月
十
四
日 

 

朝 

十
一
時 

    

昼 

一
時
三
十
分 

十
月
十
五
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

高
岡
市
内
島 

 
 
 
 

岡
西 

法
英 

師 

※ 

十
四
日
朝
は
永
代
祠
堂
経
法
要 

石
堤 

 
 

法
善
寺 

九
月
二
十
八
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

九
月
二
十
九
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

高
岡
市
戸
出
六
十
歩 

 

林 

要
昭 

 

師 

※ 

二
十
九
日
は
永
代
祠
堂
経
法
要 

各
寺
院
の
日
程
順
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。 

 上
向
田 

 

浄
永
寺 

 

十
月
三
日 

 
 

昼 

一
時
三
十
分 

 
 
 

 

十
月
四
日 

 
 

朝 

九
時
三
十
分 
昼 
一
時
三
十
分 

法
話 

射
水
市
市
井 

 
 

   

公
文
名 
眞 

師 

赤
丸 

 
 

性
宗
寺 

十
月
十
一
日 

 

昼 

一
時
三
十
分 

夜 

七
時 

十
月
十
二
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

射
水
市
市
井 

 
 
 
 

公
文
名 

眞 

師 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

三
日
市 

 

光
源
寺 

十
月
二
十
二
日 

昼 

一
時
三
十
分 

夜 

七
時 

十
月
二
十
三
日  

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

高
岡
市
土
屋 

 
 
 
 

山
岸 

智
史 

師 
 

本
保 

 
 

本
正
寺 

十
月
二
十
六
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

高
岡
市
内
島 

 
 
 
 

岡
西 

法
英 

師 
 

佐
加
野 

 

光
明
寺 

十
月
二
十
七
日 

昼 
一
時
三
十
分 

夜 

十
月
二
十
八
日 

朝 

九
時
三
十
分 

 

法
話 

高
岡
市
内
島 

 
 
 
 

岡
西 

法
英 

師 
 

内
島 

 
 

教
願
寺 

十
月
三
十
日 

 

昼 

一
時
三
十
分 

夜 
七
時 

十
月
三
十
一
日  

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

 
 

法
話 

高
岡
市
佐
加
野 

 
 
 

磯
原 

孝
雄 
師 

石
堤 

 
 

長
光
寺 

十
一
月
一
日 

  

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

夜 

七
時 

十
一
月
二
日 

  

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

氷
見
市
布
施 

 
 
 
 

圓
山 

 

望 

師 
 

笹
川 

 
 

廣
済
寺 

十
一
月
五
日 

  

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

夜 

七
時 

十
一
月
六
日 

  

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

高
岡
市
伏
木 

 
 
 
 

山
名 

一
徳 

師 

麻
生
谷 

 

西
光
寺 

十
一
月
七
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

夜 

七
時 

十
一
月
八
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

氷
見
市
脇 

 
 
 
 

  

寺
西 

良
夫 

師 

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

十
一
月
十
六
日 

昼 

一
時
三
十
分 

 

十
一
月
十
七
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

氷
見
市
泉 

 
 
 
 
 

伯
水 

永
雄 

師 
   

舞
谷 

 
 

永
賢
寺 

十
一
月
二
十
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

富
山
市
新
庄
町 

  
 

 

福
山 

祐
介 

師 

立
野 

 
 

永
念
寺 

十
月
二
十
日 
 

昼 

一
時
三
十
分 

 

十
月
二
十
一
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

高
岡
市
土
屋 

 
 
 
 

山
岸 

智
史 

師 

中
保 

 
 

善
敎
寺 

十
月
十
六
日 

 

昼 

二
時 

法
話 

高
岡
市
泉
町 

 
 
 
 

現
影 

顕
正 

師 
 

 

 

ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
参
り
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
寺
院
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 
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日
常
生
活
が
洋
式
化

し
て
正
座
の
機
会
が
少
な

く
な
っ
た
今
日
こ
の
頃
、

あ
ら
た
め
て
仏
さ
ま
に
お

参
り
す
る
姿
勢
と
い
う
も

の
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

葬
儀
・
年
回
法
要
に
お

い
て
も
、
椅
子
に
座
っ
て
お

参
り
す
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
椅
子
に

座
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
参

り
し
や
す
く
な
っ
た
の
は

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

と
思
う
の
で
す
が
、
つ
い
つ

い
足
を
組
ん
で
ふ
ん
ぞ
り

返
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
ど
う

か
す
る
と
ウ
ト
ウ
ト
居
眠

り

だ

っ
て
す

る

こ
と

も
・・・。 

亡
き
人
を
思
う
と
、
せ

め
て
仏
事
の
あ
い
だ
ぐ
ら

い
、
正
座
の
心
で
お
参
り

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

編 

集 

後 

記 
 

 

蓮
門
会 

 

テ
ー
マ 

蓮
如
上
人
の
こ
と
ば 

 

令
和
元
年 十

月
六
日 

十
六
時 

会
場 

 

笹
川 

廣
済
寺 

 

令
和
二
年 二

月
二
日 

十
五
時 

会
場 

 

内
島 

教
願
寺 

  

              五 位 組      行 事 予 定 

          

 
 
 

二俣 本泉寺 

土山御坊跡 

樽
谷
先
生
と
行
く 

勝
興
寺
の
足
跡
を 

バ
ス
で
辿
ろ
う
！ 

令
和
元
年
十
一
月
二
十
八
日
（
木
） 

 

皆
さ
ん
伏
木
の
勝
興
寺
さ
ん

に
お
参
り
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？
現
在
修
復
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
県
内
有
数
の
大
寺

院
で
す
。
し
か
し
こ
の
勝
興
寺
さ

ん
も
元
か
ら
今
の
伏
木
に
あ
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
乱
の

中
で
各
地
を
移
転
し
、
現
在
の
場

所
に
至
り
ま
し
た
。 

今
回
こ
の
勝
興
寺
さ
ん
の
足

跡
を
バ
ス
で
辿
る
ツ
ア
ー
を
企
画

し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
伏
木
ま

で
移
っ
て
き
た
の
か
。
ま
た
そ
こ
に

ど
の
よ
う
な
歴
史
背
景
が
あ
っ
た

の
か
。
郷
土
歴
史
家
の
樽
谷
雅
好

先
生
と
共
に
巡
り
ま
す
。 

帰
着
後
に
は
、
集
合
場
所
で

も
あ
る「
か
こ
み
」さ
ん
に
て
懇
親

会
も
行
い
ま
す
。
時
間
の
許
す
方

は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね
♪ 

 

 

日 

時 

十
一
月
二
十
八
日
（木
） 

十
三
時
～
十
七
時
頃 

集
合
場
所 

旬
菜
食
事
処 

か
こ
み 

（
高
岡
市
蜂
ケ
島
七
四−

五
） 

※
駐
車
場
あ
り 

予
定
コ
ー
ス 

沼

田

塚

❘

二

俣

本

泉

寺

❘   

土
山
御
坊
❘
高
木
場
御
坊
❘ 

安
養
寺
御
坊
❘
石
動
通
坊
❘ 

懇
親
会 

参
加
費 

三
〇
〇
〇
円 

 
 

 
 
 
 
 
 

（懇
親
会
費
は
別
） 

申
込
先 
笹
川 

広
済
寺 

 

 
 

（☎
三
一
❘
〇
〇
九
六
） 

締
切 

 

十
月
末 

※
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 
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